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1組立・施工の前に／全体構成図

■組立・施工の前に
このたびは、本商品をご採用いただき、誠にありがとうございます。

組立・施工の前に…
　商品を正しく組立・施工していただくために、説明書の内容を参照してください。
　商品の組立・施工については必ず本説明書に従ってください。
組立・施工の後に…
　取扱説明書・使い方＆お手入れガイドブックをお施主様にお渡しください。

お願い

注　意
●本商品は２階以上に取付けてください。

階高 Hs
１階 800、1000 ※、1600、2000 ※
２階 800、1600

※ Hs ＝ 1000、2000(1000 ×２段 ) は 1 階のみになります。

●みだりに改造や変更はしないでください。
●パネル面に銀色フィルムを貼らないでください。
　太陽光線の反射により火災のおそれがあります。
●組立ては、所定のねじを使用して最後まで締付けてください。
　締付け不良は漏水や性能低下および事故の原因になります。
●商品の上に乗ったり、はしごをかけないでください。
　商品の破損だけでなく落下事故の原因になります。

1段タイプ

側面パネル

側面パネル

2段タイプ 変  更

■全体構成図



2 寸法図 ( 単位：mm）

■寸法図
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【テラス屋根（柱奥行移動タイプ）に取付ける際の注意点】
　●　　　　  F＜280　 ・・・屋根奥行と同サイズの側面パネルを手配　  （前面パネルと併用時：切詰めあり）
　●　 280≦F≦372.5 ・・・屋根奥行と1サイズ小さい側面パネルを手配（前面パネルと併用時：切詰めなし）
　●372.5＜F≦500　  ・・・屋根奥行と1サイズ小さい側面パネルを手配（前面パネルと併用時：切詰めあり)　
【躯体式バルコニー屋根に取付ける際の注意点】
　●Hs=800、1600のみ
　●躯体式バルコニー屋根の奥行と同サイズのパネルを手配のこと
　　ただし、Bタイプで前面パネル併用時は切詰めが必要

本図は屋根奥行よりも1サイズ小さい側面パネルを取付けた図を表す。

任
意

H=
26
00

P P20
Ls=P×2+40

任
意

Ls=P+40
P20

D-F D-F

847.5173517706尺7尺
697.5143514705尺6尺
547.5113511704尺5尺
7958358703尺4尺

PLsD呼称奥行
(パネル幅)屋根奥行

847.5173517706尺
697.5143514705尺
547.5113511704尺
7958358703尺

PLsD呼称奥行

任
意

H=
26
00

P P20 20
Ls=P×2+40 10(0～20)

任
意

Ls=P+40
20P

10(0～20)

D-F D-F

H=
26
00

H=
26
00

D

F

D

F

F

D D

F

20

※　側面パネルすき間隠しを取付ける際の寸法を示す。

　　　Ⅱタイプ   120
　　　Ⅰタイプ    150

　　　Ⅲタイプの場合は側面パネルすき間隠しは取付不可。
　　　すき間無しで納める場合は0、もしくは任意。
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<1段タイプ : Ｈｓ＝800、1000> <2段タイプ : Ｈｓ＝1600、2000>

<1段タイプ : Ｈｓ＝800、1000> <2段タイプ : Ｈｓ＝1600、2000> 変  更

変  更



商品断面図 ( 単位：mm） 3
■商品断面図

※側面パネルすき間隠しを取付ける際の寸法を示す。
　Ⅰタイプ    150
　Ⅱタイプ   120
　Ⅲタイプの場合は側面パネルすき間隠しは取付不可。
　　すき間無しで納める場合は0、もしくは任意。

Ⅰタイプ・Ⅱタイプ

Ⅲタイプ

図はⅠタイプを示します。 図はⅡタイプを示します。
<1段タイプ : Ｈｓ＝800、1000> <2段タイプ : Ｈｓ＝1600、2000>
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商品断面図 ( 単位：mm）4

開口部にシャッター雨戸一体枠使用時も
標準納まりで施工可能

【テラス屋根（柱奥行移動タイプ）に取付ける際の注意点】
　●　　　 F＜280　・・・屋根奥行と同サイズの側面パネルを手配
　　　　　　　　　　　　　（前面パネルと併用時：切詰めあり）
　●280≦F≦372.5・・・屋根奥行と1サイズ小さい側面パネルを手配
　　　　　　　　　　　　　（前面パネルと併用時：切詰めなし）
　●372.5＜F≦500・・・屋根奥行と1サイズ小さい側面パネルを手配
　　　　　　　　　　　　　（前面パネルと併用時：切詰めあり)　
【躯体式バルコニー屋根に取付ける際の注意点】
　●Hs=800、1600のみ
　●躯体式バルコニー屋根の奥行と同サイズのパネルを手配のこと
　　ただし、Bタイプで前面パネル併用時は切詰めが必要
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組立・施工 5

裏板

通常のブラケット(躯体側)取付位置に躯体柱がない場合
裏板を付け替え、側面パネルを取付けてください。
この時、側枠に加工が必要です。

ブラケット(躯体側)は必ず躯体柱に固定してください。
お願い

1.躯体柱位置の確認（P.4「商品断面図」参照）

側枠

裏板

側枠

側枠
3-穴塞ぎシール3-穴塞ぎシール

既加工既加工

2-φ6 φ4.5（裏板仮止め用）

4 穴塞ぎシールの貼付

2 加工1 裏板の取外し

2-φ6

3 裏板の取付

側枠

1515 28.7151528.7

1010

裏板付け替え

躯体柱がない

柱

躯体柱

■組立・施工 変  更



組立・施工6

2 四角ボルトの取付 3 キャップの取付

3.枠の取付
1 上枠ブラケット(柱側)の取付

すき間なし納まり任意納まり

なべドリルねじ
(φ5×16)

柱

ブラケット
（柱側）

ブラケット取付位置

柱

前枠裏面

H
任
意

(す
き間
寸法
+3
0.5
)

75
※

ブラケット
(柱側)

側枠
屋根妻パネル

柱

側面パネル
すき間隠し

前枠裏面

H
18
0.
5(
15
0.
5)

75
37.5

ブラケット
(柱側)

補強桁裏面

前枠裏面

H

※
75

30
.5

ブラケット
(柱側)

2.部品の取付
1 ガスケットの取付

ガスケット

側枠

Ⅰタイプ・Ⅱタイプ Ⅲタイプ共通
※ P.4「商品断面図」参照

たて材 側枠

Ｕ字ガスケット

■Hs≧16の場合
中桟

上枠

四角ボルト
(Ｍ8×16)

下枠

中桟
中桟
キャップ

上枠

上下枠
キャップ

下枠

小トラスタッピンねじ
(φ4×10)

側面パネルすき間隠しと併用する場合(補助垂木納まりも同様)

四角ボルトを上枠・下枠に１個ずつ
挿入してください。Hs≧16の場合、
中桟にも四角ボルトを挿入してください。

■Hs≧16の場合



7

6 下枠（中桟）の取付

7 下段の取付(Hs≧１６の場合)

4 上枠の取付 5 躯体側の取付

柱

躯体

3 ブラケット(躯体側)の取付2 枠の組立

チェック❶

456 は側面パネルの水平・
垂直を確認しながら取付けて
ください。

水準器

水準器

チェック❷

お願い

トラスタッピンねじ
(φ5×10)

上枠

下枠
（中桟）

 側枠
(柱側) 側枠

(躯体側)

上枠
座金組込六角
ボルト(M5×14)

ブラケット
（躯体側）  側枠

(柱側) 側枠
(躯体側)

下枠
（中桟）

六角袋ナット
(M8)

波形スプリング
ワッシャー(M8用)

柱

上枠

側枠

下穴（φ4.5）をあけ、
シーリング材を充てん
してからねじ留め
してください。

座金組込コーチねじ
(φ6×75)

ワッシャー
(φ6用)

上枠

側枠

躯体

シー
リン
グ材

下枠

シー
リン
グ材

六角袋ナット
(M8)

波形スプリング
ワッシャー
(M8用)

なべドリルねじ
(φ5×16)

柱

下枠
（中桟）

側枠
ブラケット（柱側）

上枠

下枠

 側枠
(柱側)

 側枠
(躯体側)

トラス
タッピンねじ
(φ5×10)

中桟

上段と同様に下段の枠を組立ててください。

Hs≧16の場合は、下枠ではなく中桟を取付けて
ください。

柱
座金組込
六角ボルト
(M5×14)

ブラケット
（躯体側）



組立・施工8

柱側のパネル材も同様に取付け、柱側の側枠を
取付けてください。

たて材をパネル材に差込み、上枠・下枠(中桟)にねじ
留めしてください。

4.パネル材の取付
1 パネル材の取付

2 たて材の取付(呼称奥行4～6尺のみ)

3 側枠の取付

柱側の側枠を一旦外してください。
パネル材をたわませて上枠・下枠(中桟)に差込み、
躯体側の側枠のU字型ガスケットの溝にスライド
して差込んでください。

トラスタッピンねじ
(φ5×10)柱

たて枠

柱

柱

パネル

一旦外す

 側枠
(柱側)

 側枠
(柱側)

トラスタッピンねじ
(φ5×10)

パネル材がスライドしにくい時は、当て板を
してハンマーなどでパネル材小口面を軽く叩
いてください。

ポイント

パネル材がマット調の場合、マット面（凹凸面）
を屋根内側に向けて組立ててください。

お願い

4 下段のパネル材の取付(Hs≧１６の場合)
上段と同様に下段にパネル材を取付けてください。



　 9

5.ブラケットの固定

側面パネルの水平・垂直を確認・調整後、
ブラケット(柱側・躯体側)を固定して
ください。

水準器

水準器

チェック❷

お願い
■Hs≧10の場合

■Hs≧16の場合

なべドリルねじ
(φ5×16)柱

上枠

側枠

ブラケット
（柱側） 下枠

柱

上枠

側枠

ブラケット
（柱側） 下枠

なべドリルねじ
(φ5×16)

中桟
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